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こおける問題解決能力育成の試み

蒜
旧不 浦 綾

概要 筆者 は大学教育 において,問 題解決能力の育成を 目的 と した授業を担当 してお り,問

題解決の5つ のステージ(段 階)に 沿 って,そ のステージで活用で きるい くっかの問題解決手

法や問題解決 を行 う上で必要 な考 え方 などを教育 している。授業 は2分 法(授 業の前半を講

義,後 半を演習 とす る授業方法)ま たは,3分 法(前 半 を講義,中 盤 を演習,後 半 をまとめ

な どの講義 とす る授業方法)を 用 いて展 開 し,そ の手法 にあったテーマや例題 を用 いて,ま

たはテーマ作 りその ものか ら,そ の手法を実体験 させ,学 ぶ ことがで きるよう工夫 している。

本稿で は,筆 者が行 って いる問題解決能力の育成を 目的 とした授業で取 り入れて いる課題

につ いて紹介 し,大 学 にお ける問題解決能力育成の充実 に寄与 したい。

AbstractInrecentyear,companiesneedrecruitswhohavetheproblemsolvingabilities.

Therefore,manycollegesanduniversitieshaveaddedclassesforteachingproblemsolving

abilitieswithintheircurriculums.Itakechargeoftheclassesofthatinuniversity

education.Ihavedesignedsomemethods.Iinstructinusingsometechniquesofproblem

solving,viewandclueofthat,andsoon.

Inthispaper,Ireportonmyclassforteachingofproblemsolvingabilities.

キー ワー ド 問題解決の ステージ,目 的教育
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1.は じ め に

現代社会では,企 業が新入社員に即戦力を求めてお り,近 年,大 学教育でも問題解決能

力やコミュニケーション能力,プ レゼンテーション能力など,社 会人にとって必要な基盤

能力の育成を取 り上げるようになっている。また,平 成16年 には文部科学省より初等中等

教育におけるキャリア教育の推進が提言された。キャリア教育とは,「望ましい職業観 ・

勤労観及び職業に関する知識や技能を身にっけさせるとともに,自 己の個性を理解 し,主

体的に進路を選択する能力 ・態度を育てる教育」と定義されている。未だ十分な体制とは

いえないが,こ れを機会に,初 等中等教育でも,子 供たちが社会人,職 業人として自立 し

ていくことができるようにする教育が取 り入れ られるようになってきている。高等学校で

は,「大学進学後の就職を見据え,社 会人になる心構えを持たせる」,「面接指導などを通

し,就 職活動への心構えを持たせる」などの明確な目的をかかげ,キ ャリア教育の講座や

授業などを取 り入れている学校も出てきている。

このような現状を踏まえて,多 くの大学が社会人にとって必要な基盤能力の育成を目的

とした授業を実施 している。筆者が非常勤講師を務める大阪電気通信大学総合情報学部も

例外ではなく,問 題解決能力の育成を目的とした 「問題解決の基礎」やコミュニケーショ

ン能力の育成を目的とした 「コミュニケーション技法」などの授業があり,筆 者はこれ ら

を担当 している。また,他 の大学で も同様の授業を,高 等学校のキャリア教育講座や学生

向けの社会人能力育成塾でのセミナーなども担当 している。

本稿では,先 に紹介 した 「問題解決の基礎」の1っ の課題を取り上げ,そ の結果をまと

めることで,大 学教育における問題解決能力育成の試みを紹介する。

2.仕 事遂行 における3つ のスキル

社 会 人 に と って 必 要 な基 盤 能 力 と い って も,そ の能 力 は多 岐 にわ た る。 そ こで,仕 事 を

遂 行 す る た め の ス キ ル につ いて,以 下 の3つ に分 けて 検 討 す る(1)。

(1)テ ク ニ カル ・ス キル(PC活 用 の ス キ ル)

現 在,組 織 と してPCやLAN(イ ン タ ー ネ ッ トや イ ン トラネ ッ ト)を 活 用 して い な い

(1)や る気の仕事学
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と こ ろ は,ま ず 無 い と いえ る。PCやLANを 操 作 で き る技 術 は,仕 事 の遂 行 上 必 須 に な っ

て お り,電 子 メ ー ル,情 報 検 索 は もち ろん の こ と,文 書 作 成 ソ フ ト,表 計 算 ソ フ ト,プ レ

ゼ ンテ ー シ ョ ン資 料 作 成 ソ フ トな ど を利 用 す る技 術 は,新 入 社 員 に も要 求 され る。 ま た,

操 作 の技 術 だ け で は な く,メ ー ル 上 の マ ナ ー な どの 情 報 倫 理 もPCの ス キ ル と して 要 求 さ

れ て い る。 これ らを,「 テ ク ニ カル ・ス キ ル」 と よ び,現 在 多 くの大 学 でPC操 作 や そ の

活 用 法,情 報 倫 理 を教 え る授 業 が 存 在 す る。

(2)ナ レッ ジ ・ス キル(問 題 解 決 の スキ ル)

仕 事 を遂 行 す る と い う こ と は,問 題 事 態(現 状)に 対 して,問 題 の本 質 を把 握 し,原 因

を追 究 し,何 らか の解 決 案 を考 え,そ れ を実 行 し,事 態 を望 ま しい状 態(目 標 状 態)に 導

くこ とで あ る。 仕 事 上 起 こ る 「問 題 」 は 「期 待 と現 状 の差 」 と い う こ とが で き る。 も っ と

明 確 に言 い 表 す な らば,「 期 待 と現 状 に差 が あ り,か っ,期 待 の 状 態 にす る た め に乗 り越

え る こ とが 難 し い壁 が あ る状 態 」 と い え る。 ま た,な ん ら問 題 が起 こ って い な い状 態 で

あ っ た と して も,い か に効 率 的 に仕 事 を進 め るか,い か に コ ス トダ ウ ンを図 るか な ど,何

らか の改 善 の余 地 が あ る な らば そ こ に は解 決 す べ き問 題 が あ る と考 え,創 造 的 に仕 事 に取

り組 む べ きで あ る。

問 題 事 態 を望 ま しい状 態 にす る た め に は,情 報 収 集 法,情 報 分 析 法,問 題 発 見 法,発 想

に よ る解 決 案 作 り の方 法,解 決 案 の 策 定 法,論 理 的思 考 法,意 思 決 定 法,手 段 目 的分 析

法,メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト計 算 法,ブ レー ンス トー ミ ング法 な ど の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン法 と

い った 多 くの方 法 を駆 使 しな け れ ば な らな い。 これ らを,「 ナ レ ッ ジ ・ス キ ル」 と言 い,

現 在 多 くの大 学 が これ らの能 力 を育 成 す る授 業 をお いて い る。 筆 者 の担 当 して い る 「問 題

解 決 の基 礎 」 もそ の一 っ で あ る。

(3)ヒ ュ ー マ ン ・ス キル(人 付 き合 いの スキ ル)

組 織 で は,1人 で 仕 事 を行 う こ と は少 な い。 多 くの人 々 と付 き合 い なが ら仕 事 をす る の

が 通 常 で あ り,「 人 間 関係 を よ くす る ス キ ル」 が 必 要 で あ る。 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル

が よ く取 り上 げ られ るが,こ れ を細 分 化 して 考 え る な らば,相 手 の話 を き ちん と聞 く 「ヒ

ア リ ングカ 」,相 手 と話 し合 い な が ら 自分 の意 見 を主 張 す る 「交 渉 力 」,自 分 の意 見 を論 理

的 にか つ 的 確 に伝 え る 「提 案 力 」 な どが 挙 げ られ,こ れ らを 「ヒュ ー マ ン ・ス キ ル 」と言

い,こ れ に っ い て も多 くの大 学 が これ らの能 力 を 育 成 す る授 業 を お い て い る。 ま た,「 挨

拶 を す る」 とい っ た礼 儀 な ど も基 本 的 な 「ヒ ュ ー マ ン ・ス キ ル」 と言 え よ う。 ヒ ュ ー マ
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ン ・ス キ ル は ナ レ ッ ジ ・ス キ ル と通 ず る と こ ろ も多 く,特 に,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンに関 わ

る ス キ ル は,ナ レ ッ ジ・ス キ ル の ベ ー ス とい え るか も しれ な い。

いずれのスキルの育成 も大学教育に取 り入れ られているが,筆 者が特に注目しているの

はナレッジ・スキルの育成である。次章より,ナ レッジ ・スキルの育成を目的とした授業

である 「問題解決の基礎」(大 阪電気通信大学総合情報学部開講)を 取 り上げ,さ らに詳

しく解説する。

3.問 題 解 決 の5つ の ス テ ー ジ

問 題 解 決 の過 程 に は5っ の ス テ ー ジ(段 階)が あ る。 「問 題 解 決 の基 礎 」(以 下,本 授 業

と記 す)で は,問 題 解 決 の基 本 的 な 考 え 方 と,問 題 解 決 の ス テ ー ジ ご とに,い くっ か の問

題 解 決 手 法 を 教 育 して い る。 問題 解 決 の5っ の ス テ ー ジと は,問 題 解 決 の過 程 を5っ に分

け,そ れ ぞ れ の 目標 を 明 確 にす る こ とで,問 題 解 決 の 過 程 を よ り明 確 に,順 を 追 って 解 決

に向 か え るよ うに と,筆 者 の 所 属 す る教 育 理 学 研 究会 が提 唱 した考 え方 で あ る(2)。

これ らの5つ の ステ ー ジ はそ れぞ れ の最 終 ゴール で あ った り,最 終 ゴー ルへ 至 る途 中 の サ

ブ ゴー ルで あ った りす る。

(1)ス テー ジ1:問 題 意 識 を 持 つ ま で

この ス テ ー ジで は,従 来 か らの価 値 観 を変 え,現 状 を 無 批 判 に受 け入 れ るの で は な く,

意 識 改 革 を しな が ら,問 題 意 識 を持 っ ま で を言 う。 問 題 意 識 とは 「何 か 問題 が な い か,ま

た は,何 か 問 題 が 発 生 しそ うな事 柄 が な い か を常 に 意 識 す る こ と」 で あ る。 っ ま り,問 題

を問題 と して 認 識 して いな い,あ るい は問 題 が あ る こ とす ら認 識 で きて いな い ときに,何 か

問 題 はな いだ ろ うか と発 見 の努 力 をす る こと,問 題 を正 しく認 識 しよ うとす る こと,問 題 が

発 生 す る前 に,問 題 と な り う る事 柄 はな い か,問 題 が 発 生 しそ うな事 柄 はな い か を 注 意 深

く観 察 し,発 見 の 努 力 をす る こ とで あ る。 人 間 は問 題 に気 づ い た と き,ま た は問題 を 問 題

と認 識 で きた とき に初 め て,そ の 問題 を解 決 しよ うとい う意 思 が生 まれ る。 そ のた め,問 題

解 決 の一 連 の過 程 で,問 題 意 識 を持 っ ことが 何 よ りも重 要 で あ る。 この ス テ ー ジは,問 題

意 識 を持 っ ことが ゴール で あ る。

(2)す ぐに使え る問題解決法入門
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(2)ス テー ジ2:問 題 を発 見 し,定 式 化 す る まで

こ の ス テ ー ジで は,問 題 意 識 に基 づ き,様 々 な情 報 か ら問 題 の発 見 を し,そ の 問 題 を明

確 に し,定 式 化 す る と こ ろ まで を言 う。 この ステ ー ジ は問 題 の 定 式 化 を や り とげ る ことが

ゴ ール で あ る。 定 式 化 と は,問 題 発 生 の原 因 は何 か,ど の よ うな状 態 に なれ ば 解 決 と い え

るの か な どを 明確 にす る ことで あ り,以 下 の3っ の ス テ ップで 考 え るとよ い。

第1ス テ ップ 問題設定 問題 を定義づ ける

第2ス テ ップ 問題把握 問題 の核心 をは っきりさせる

第3ス テ ップ 目標設定
解決 の目標 を決 める

また,そ の評価基準 を決 める

(3)ス テージ3:問 題解決の案を策定するまで

このステージでは,定 式化 した問題の解決諸条件を考え,複 数の解決案とその手順を決

定する。そして,解 決の諸条件を満たした最適な解決案を1っ 策定するところまでを言う。

この最適な解決案を策定する際は,直 感的に決定するのではなく,論 理的な考えに基づい

て決定しなければならない。このステージのゴールは解決案を1っ 策定することである。

(4)ス テー ジ4:問 題 解 決 案 を実 行 す る ま で

この ス テ ー ジで は,策 定 した 解 決案 を実 行 し,実 行 過 程 を よ くチ ェ ック しなが ら,計 画 通

りで は うま くいか な い と ころ に手 を 入 れ るな ど,フ ォ ロー ア ップ し,問 題 解 決 案 を完 全 に実

行 す る と こ ろ まで を言 う。 解 決 案 を 実 行 し,解 決 状 態 に到 着 す るの が この ス テ ー ジの ゴ ー

ルで あ る。

(5)ス テー ジ5:問 題 解 決 を評 価 す る ま で

こ の ス テ ー ジで は,問 題 解 決 が 終 了 した後,実 行 した問 題 解 決 の結 果 を 評 価 し,さ らに

解 決 後 の フ ォ ロ ー ア ップ を行 う と ころ まで を 言 う。 問 題 解 決 の実 行 結 果 を 評 価 し,後 始 末

をす るのが,こ の ステ ー ジの ゴー ルで あ る。

これ らの ステ ー ジを よ く意 識 し,問 題 解決 者 が,今,

識 す る ことで,問 題 解 決 はス ム ーズ に進 む とい え る。

どの段 階 に い るのか を は っき りと意
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4.「 問題解決の基礎」

本授業の目的は,問 題解決の基本的な考え方や手法を社会での実例とともに具体的に学

び,実 社会で役立っ能力を身にっけることである。本授業では表1に まとめる手法や考え

方を演習として取 り入れている。なお,テ キス トには教育理学研修会編著 「す ぐに使える

問題解決法入門②」を使用 している。

表1演 習テーマ

問題解決の考え方 ・手法 とその 目的
活 用 で き る

ス テ ー ジ

(1)問 題 解 決 に お け るPlan-Do-Seeの 役 割

【目 的】 問 題 解 決 を行 うに あ た り,計 画(Plan)を し っか り立 て る こ と,そ の 計 画 を
ス テ ー ジ1

～

忠実 に実行(Do)す る こと,問 題 解決を振 り返 り評価(See)す ることの重要性 を

理解す る。
ス テ ー ジ5

(2)視 座 ・視点 ・価値観 の考え方

【目的】視座(も の をみ る立場)で は,仕 事 には多 くの人が関わ ってお り,多 くの視

座か ら問題や解決案 を検討す る必要性 を,視 点(目 の付 け所)で は,問 題 のどこに ス テ ー ジ1

着 目するか,何 に関心 を持 っかな ど,多 くの点 を検討 す る必要性 を,価 値観で は, ～

何 を大切 に考えて解決 に当 たるべ きか,優 先順位 は何か などを明確 に した上で解決 ス テ ー ジ5

活動 をす る重要性 を理解す る。 さ らに,こ の3っ の考え方が問題解決 にお いて重要

な役割 を果 たす ことを理解す る。

(3)外 化整理法(問 題 の意識化 ・発見の手法)

【目的】外化整 理法 とは,問 題意識 をよ りは っきりとさせ,問 題発 見 に至 るため に,

心 の中だ けで考えず,何 らか の形で外へ 出 して,整 理す る手法で ある。 この外 に出

す とい う行為 を 「外化」(が いか)と 呼ぶ。具体 的には,気 になる事柄 や事 象な ど

をキーワー ドの形で書 き出 し,そ れ らを整理す るというもので ある。 そうす ること

によ り,「なぜそれが気 にかか ったのか」,「どのよ うに気 にかか ったのか」 が明確

ス テ ー ジ1

ス テ ー ジ2

にな り,問 題 発見 に至 る。「何 か気にな る」 とい う直感 は 「問題意識」 とい う面で

はとて も重要 なことで あり,こ れ を掘 り下 げて い くことで問題発見 にっ なが ること

を理解す る。

(4)発 散 技 法 ・発 想 法(ブ レー ンス トー ミ ング法 な ど)

【目的 】 ブ レー ンス トー ミ ング法(以 下,BSと 記 す)は 代 表 的 な発 散 技 法 で あ り,あ

らゆ る業 種,業 界 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ンに用 い られ る。 グル ー プ 演 習 でBSを 体 験

す る こ と に よ り,グ ル ー プの メ ンバ ーか らい ろ い ろ な刺 激 を受 け,ま た メ ンバ ー に ス テ ー ジ2

いろいろな刺激を与え ることで,様 々な発想がで きることを理解す る。 また,個 人 ス テ ー ジ3

演習 では,ひ と りで もBSが で きる工夫を学ぶ。発散技法 を学 ぶ ことによ り,問 題

発見や問題解決案策定 の視点 を列挙す ることや,解 決 の糸 口を見っ けることに活か

す ことがで きることを理解す る。

(5)情 報の分類 ・整理法(親 和図法 など)

【目的】分 類や整理 は,情 報 を活 用す るためのス ター ト地点 といえる。分類 の視点や

整理方法 を学ぶ ことで,情 報活用 の基礎力 を身 につ ける。 また,(4)発 散技法 と組み ス テ ー ジ2

合わせて使用す ることで,発 散の時間 は発散だ け,収 束(分 類,整 理)の 時間 は収 ス テ ー ジ3

束だ けと分 けて行 うという手法が あることを知 り,デ ィスカ ッシ ョンを円滑 に進 め

る こ とが で き る こ と を理 解 す る。
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⑥ メ リ ッ ト ・デ メ リ ッ ト計 算 法

【目的】 メ リッ ト ・デメ リッ ト計算法(以 下,MD計 算 と記 す)は 問題解決 の場面 に

おいて,複 数個の解決案 の中か ら最適 なもの を1っ 選定す る際 に用 い られ る意思決

定法で ある。 それぞれ の解決案の持つ メ リッ ト,デ メ リットを比較 し,そ の良 さを

数値的 に計算す ることで解決案を選定す る。 この手法 を学ぶ ことで,苦 労 して出 し
ス テ ー ジ3

た複数 の解決案の中か ら1つ を選定す る場合,そ れぞれの持つ メ リット ・デメ リッ

トを吟味 し,印 象や好みで決定す るので はな く,第 三者が見て も納得 ので きる理 由

付 けを行 って意思決定 しなければ な らないことを理解す る。

(7)投 資回収計算 とMD計 算 を用いた意思 決定

【目的】社 会の実例 を取 り上 げ,投 資回収計算 を実 際に行 ってみ る ことで,社 会 にお

いて は常 にコス トを意識 して仕事 を して いるということを知 る。 また,投 資回収計 ス テ ー ジ3

算 の結果か ら,MD計 算を使用 した意思決定 に至 るまでを流れ に沿 って体験す るこ

とで,MD計 算 の使い方を再確 認 し,そ の有用性を理解 す る。

(8)企 画 の視点(7WnHlD)と 企 画法

【目的】7WnHlDと は,人 間 の行動 を もれ落 ちな く記 述す るた めの視 点 のセ ッ ト

で,新 聞記者用 語 であ る5WIHに2っ のWと1っ のD,場 合 によ って複数 のH

を追加 した ものであ る。 テキス ト(2)では問題解決 の目標記述 に利用 す る手法 と して
ス テ ー ジ1

～

紹介 されて いるが,筆 者 はこれ に加え,企 画 の視点 と して も活用で きることを教え

て い る。9っ 以 上(Hの 数 によ る)の 視 点 をよ く考 え,商 品や プ ロジェク トの企
ス テ ー ジ3

画 を体 験す る ことで,視 点 の重要性,多 角的 に もの ご とを考え る必 要性 を理 解す

る 。

(9)手 段 目的分析法 による問題解決

【目的】手 段 目的分析法 とは,① 問題事態が発生 した現 状の把握,② 目標 であ る解決

状態 の把握,③ 解決す るための手段 ・方法の把握 と達成見込み期間を予想す るため
ス テ ー ジ2

～
の手法で ある。達成見込み期間を明確 にす ることで,問 題解決の過程で達成度 など

の状況把握 もで きる。 この手法を使 うことにより,問 題事態 をより明確 にす る能力
ス テ ー ジ5

を身 に付 ける。

(1① 問題解決結果の 自己評価法

【目 的 】 問 題 解 決 のPlan-Do-Seeを 振 り返 り,Seeの 重 要 性 を 理 解 す る。 ま た,Plan

の評価,Doの 評価 に加 え,Seeの 評価 も行 うこ とで,問 題解決 のすべ ての過 程 を ス テ ー ジ5

振 り返 り,フ ィ ー ドバ ック(計 画 の 立 て 直 しや修 正 に 活 か す こ と),フ ィー ドフ ォ

ワー ド(別 の 目標達成 に活用す ること)に 役立て る。

本 授 業 で は,各 演 習 の テ ー マ と して,学 生 個 人 の悩 み や 問 題,例 え ば,学 校 で 感 じて い

る悩 み や,ア ルバ イ トで 起 こ って い る問 題 な ど を取 り上 げ る こ とが 多 い。 身 近 な悩 み や 問

題 か ら,問 題 解 決 の 考 え方 や手 法 の 活 用 方 法 を学 ば せ る こ と で,課 題 に 取 り組 み や す く,

活 用 方 法 が 身 にっ くと考 え て い る。 しか しなが ら,実 社 会 で,そ の よ う に これ らの手 法 が

活 用 され て い るか,ど の よ う に応 用 で き るか を知 る こ と も重 要 で あ り,事 例 紹 介 な ど も欠

か さず 取 り入 れ て い る。 ま た,(7)と(8)に っ いて は,実 社 会 で 起 こ っ た問 題 を元 に した,演

習 テ ー マ を 用 意 して い る。 す べ て の 課 題 に っ い て,実 例 を 紹 介 す る こ と はで き な い た め,

本 稿 で は,(7)に つ いて 詳 細 を述 べ た い。

5.課 題 「投資回収計算 とMD計 算 による意思決定」

学 生 に と って,実 社 会 で 起 こ って い る問 題 は身 近 で は な い。 特 に,コ ス ト意 識 と い っ た
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金銭的な面の考え方は脆弱である。そこで,本 授業では,以 下のような課題を用意 し,投

資回収計算を体験させている。社会人として仕事を遂行するには,コ ス ト面を考えること,

投資回収,損 益分岐にっいて考えることは必要不可欠である。社会で働 くということに現

実味を感 じさせるという意味としても,こ の課題は重要な役割を果たすと考えている。

以下は,学 生に配布 している課題プリントを要約 したものである(プ リントそのままで

はないので注意されたい)。 この課題は,学 生が取 り組みやすいようにかなり簡略化 した

ものではあるが,実 話をヒントにしている。

"ぱんだぱんや"は システムを導入するべ き?し な いべ き?

1."ぱ ん だぱんや"プ ロフィール
"ぱんだぱんや"は 人 気のパ ン屋 で

,毎 日パ ンは品切 れ状態。今 の状況 では増産 は不可能 で,店

主 さんは 「なん とか増産 で きないかな あ」 と悩み 中。一番 人気 はその名 も 「パ ンダパ ン」。 かわ い

らしい見 た目と美味 しさで大人気。店 の営業時間 はAM9:30～PM6:30で すが,閉 店時間 にはパ

ンが残 って お らず,近 所 のお客 さんか らはク レームが 出て いる。

2.従 業員

ご主人:パ ン作 りが大好 き。毎 日パ ン作 りに勤 しんで いる。

奥 さん:販 売 と経理 を担 当。 お客 さん を待 たせ ることが大嫌 い。

パ ー トのおばちゃん:時 給900円 で,一 番忙 しい朝11時 か ら昼の2時 までの3時 間だ けを手 伝 っ

て いる。明 るい接客で お客 さん に も人気。

職人 さん:パ ン作 りが大好 き。主 人の技術を盗 もうと一生懸命。材料計算 がち ょっと苦手で,計

算 ミスで よ く主人 に叱 られて いる。材料 の発注 も彼 の仕事。

3."ぱ ん だ ぱん や"の1日

"ぱんだ ぱんや"1日 の流れ は
,以 下の表の通 り。

時間 主人 職人さん 奥 さん
パ ー トの

お ばち ゃん

5:00 パ ン作 り

9:30ぱ んだ ぱん1回 目

▼11:00ぱ んだ ばん2回 目

サ ン ドイ ッチ作 り

開 店 準 備

9 30 開店 お店を開ける

11 00 販売
12 00 パ ン作 り終了

昼食

(ど こかで)

販売
12 30 翌 日の販売予測立て 昼食

13 00 昼食 翌 日の

材料計算13 30 翌 日の仕 込 み

計 算 の チ ェ ック

再 チ ェ ック

「 受 け取 り

14:00 再計算

15 00 発注

15 30 翌 日の

仕込 み17 00

18 00

18 30 閉店 店の後片付け 売 り上 げ計算

一50(230)一



大学教育における問題解決能力育成の試み(稲 浦)

主 人 は前 々 か ら,パ ンの 品切 れ を な ん とか した い と思 って い る。 しか し,現 状 で は,パ ンの生 産

は増 や せ な い。 で は,ど うす れ ば よ い のか??

4.改 善の ため に

主人 はある ところに気がっいた。 それ は,材 料の計算 とそのチェ ックの時間。現在,材 料 の計算

は職人 さんに任 せてい る。 これは,そ の間 に主人が昼食を食べ,翌 日の仕込 みに備 えるため とい う

理 由である。 しか し,職 人 さんは計 算が苦手 なた め,必 ず再 チェ ックが必要 とな り,か な り時間を

取 られて しま う。 しか も,そ の計算 の時間の問,職 人 さん は翌 日の仕込 みができないので,主 人ひ

と りで仕込み を進 める しか ない。「この時間を短縮で きれば,あ と1回 は"パ ンダパ ン"を 焼 け る

のでは??」 と主人 は思 い,材 料計 算 システ ム(業 者 さんへの発注 を含 む)を 導入 する とい う案が

生 まれ た。

5."ぱ ん だぱんや"の お金 につ いて

・1日 の売 り上 げ10万 円

・全体 の売上 げに対す るパ ンダパ ンの売上 げの割合→30%

・パ ンの原価→単価 の20%

・光熱水費→単価 の15%

・パ ー トのおばちゃんの時給→900円

・職人 さんの月給→30万 円

・奥 さん の月給→25万 円

・主人 の月給→40万 円

・残 りのお金→ お店 のための貯金

6.シ ステム導入 とそれ に関わ るお金 につ いて

・システム導入費(開 発,納 品等すべて含む)→150万 円

・月 々の保守費→2万 円

・パ ンダパ ンが増産 できるとさ らに忙 しくなるので,販 売員(パ ー トのおばちゃん)を

1名 増員(勤 務時間 は3時 間)→ 時給3ヶ 月 まで は800円 。4ヶ 月 目か ら850円

【課題】

①何 ヶ月後 に システムへ の投資 は回収 される?

② あなたな らこのシステムを導入す る?し ない?(MD計 算を用 いて答えよ)

【条件】

・増産 した"パ ンダパ ン"は 売 り切れ る ものとす る

・システム導入後 も,こ れまで通 り毎月 同額 を貯金す る

・月 の営業 日は20日 とす る

【問題解決の基礎 授業資料】

な お,上 記 の 課 題 はSI提 案 能 力 の教 育 コー ス 「顧 客 提 案 能 力 養 成 コ ー ス(3)」(講 師 近

畿大学経営学部綿田教授,筆 者はアシスタントをさせていただいた)に て,用 いられてい

た実例の課題をヒントに学生向けに作成 したものである。

(3)SEの ための創造型提案心得 ノー ト

一51(231)一



第58巻 第2号

6.学 生の反応

上記の課題(以 下,本 課題と記す)は,2008年 度か ら本授業に取り入れており,2011年

度前期の授業では58名が提出している。本課題は2回 の授業に渡 って演習を行っており,

1回 目の授業の前半45分 に本課題のね らいや内容,用 語の説明を行い,後 半45分 を演習時

間として投資回収計算をさせている(2分 法)。2回 目の授業では,前 半30分 を投資回収

計算の解説,中 盤を本課題の②MD計 算の演習時間 として,終 盤30分 に全体のまとめを

行った。なお,本 授業の登録者数は71名,両 日通 しての出席者数は58名であった。

①投資回収計算の演習について,筆 者は机間巡視をしなが ら,考 えるきっかけや ヒント

を与えたりしなが ら進めるという形式をとっているため,正 確なデータを示すことはでき

ないが,学 生が正解にたどり着 くまでに蹟 くポイントがいくっかあることを確認 している

ので,そ れを紹介 したい。

(1)パ ンダ パ ンの増 産 回数 の見 落 と し

全 体 の売 上 げ に対 しパ ンダパ ンの売 上 げ は30%と して い るが,課 題 中 の表 をみ れ ば,こ

れ はパ ンダパ ンの焼 き上 げ2回 の合 計 に よ る もので あ る と分 か る。 加 え て,主 人 は材 料 計

算 の時 間 を削 減 す る こ とで 「あ と1回 パ ンダパ ンが 焼 け る」 と言 って い る。 っ ま り,増 産

量 が 単 に倍 で は な い と い う こ と に気 づ か な けれ ば な らな い。 こ の蹟 きが 一 番 多 く,実 に約

1/3の 学 生 が見 落 と して い る。

(2)増 産 分 の原 価,光 熱 水 費 の見 落 と し

次 に多 い の は,増 産 分 の原 価 と光 熱 水 費 の見 落 と しで あ る。 増 産 に よ る売 上 げ の額 を算

出す る こ と に集 中 して しま い,そ こ にか か る経 費 を見 落 とす 傾 向 が あ る。 ケ ア レス ミス と

言 って よ い ほ どの 初 歩 的 な ミスで あ る が,約1/4の 学 生 が これ を 見 落 と して お り,ヒ ン ト

を与 え て よ うや く気 づ くと い う のが 現 状 で あ る。

(3)販 売員の時給の変化による計算方法の迷い

次に多いのは販売員の時給の変化による計算方法の困惑である。時給が変わるため,シ

ステム導入後3ヶ 月間とそれ以降で回収額が変わることは理解 しているが,ど のような方

法で計算すればよいのかと迷う学生が多い。難 しい計算ではなく,方 法も様々あるが,効
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率的に計算す ることを考えるあまりか,良 い計算方法がないと悩むようである。あるい

は,根 気よく計算することが苦手なのであろうか。

(4)貯 金額が計算できない

少数ではあるが,毎 月の貯金額が計算できないという学生がいる(方 法によっては,貯

金額を計算せずに結果を得 られるが)。1ヶ 月の売上げか ら,必 要経費(原 価,光 熱水

費,給 与)を 引けば自ずと残額が求められるが,そ れに気づかない。順序だてて答えを引

き出すように質問を続ければ計算方法に気づ くが,文 章を読み解き,論 理的に考える力が

足 りていないように感 じる。

そ の 他 に もい くっ か の 見 落 と しや ミス は あ るが,例 年 よ く見 られ る の は 上 記4点 で あ

る。 いず れ も考 え る き っか けや ヒ ン トを与 え て い くこ とで,45分 の演 習 時 間 内 に ほ とん ど

の学 生 が 解 答 に た ど り着 き,一 様 に達 成 感 を感 じて い る。 本 年 度 は58名 中52名 が 正 しい計

算 が で きて い た。 な お,正 し く計 算 で きれ ば,解 答 は13ヶ 月 とな る。

②MD計 算 の 演 習 で は,MD計 算 を 用 い て この シス テ ム を導 入 す る か,し な い か を 決

定 さ せ て い る。 演 習 中 は,既 にMD計 算 を 教 え て い る(表1参 照)こ とか ら,机 間 巡 視

のみ に と ど め,考 え 方 の ヒ ン ト等 は与 え て い な い。 本 課 題 は正 しい答 え は な く,た くさん

の視 座 か ら,ま た い ろ い ろ な視 点 か らメ リ ッ ト ・デ メ リ ッ トを列 挙 で きて お り,そ れ らを

き ち ん と比 較 した 結 果 で あ れ ば,結 論 が 「シス テ ム を 導 入 す る」 「導 入 しな い」 の いず れ

で あ って も良 い と して い る。 学 生 た ち は,投 資 回 収 計 算 に取 り組 ん だ こ とで,課 題 の内 容

を主 体 的 に捉 え る こ とが で き,主 人 や 奥 さん,客 の立 場 な ど を考 え,多 くの メ リ ッ ト ・デ

メ リ ッ トを挙 げて 自分 な りの答 え を導 き 出 して い る。

筆者は毎回の授業で,学 生 自身が何を学んだ と感 じているか(LearningOutComes)

を文章で提出させているが,そ こには以下 のような意見があ り,本 課題の目的である

「社会では常にコス トを意識 して仕事を していることを知 る。投資回収計算の結果か ら,

MD計 算を使用 した意思決定に至 るまでを体験することで,MD計 算の有用性を理解す

る。」を達成できたと感 じている。

・投資回収計算 は初 めてで難 しか ったが,仕 事で は必要 なこととわか った

・仕事 をす る上で は常 にお金 のことを考え ないといけないと分か った
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・常 にお金の ことを意識す ることが大事だ と思 った

・社会人 になった ら,コ ス ト意識 を持 って仕事を したいと思 った

・社会で は常 にこん なことを考え なが ら仕事 を して いるということがわか った

・自分で計算 したことで,投 資回収計算 というものに興味 を持 った

・アルバ イ トで はコス トを意識す ることが なか ったが,コ ス トを意識す ることの重要性がわか った

・アルバ イ トで もコス トにっ いて考え なが ら仕事 を しようと思 う

・MD計 算 を実際の例でや った ことで,論 理的に結 論を出す ことの大切 さがわか った

・13ヶ 月 もかか るな らシス テムは入 れな くて いい と思 ったが,MD計 算 を した ら入れ たほ うが い

いと思 ったので,き ちん と考え ることが重要 とわか った

(2011年6月30日 の提 出物 より抜粋)

ま た,社 会 人 を対 象 と した セ ミナ ー の課 題 を ベ ー ス に して い る と い う事 実 は,学 生 のや

る気 を 向上 させ る よ うで,「 社 会 人 セ ミナ ー で もや っ て い る課 題 を 体 験 で き た こ とが 興 味

深 か っ た」,「実 例 を題 材 に して い る と聞 い た ので,社 会 の問 題 に触 れ られ た気 が して,い

っ も以 上 にや る気 が 出 た」 な ど の意 見 も実 に多 く記 載 され て い た。

7.お わ り に

教育には手段や方法を教える,っ まりッールの使い方や方法を教える手段教育と,実 社

会に出た時に必要となる能力を育成する目的教育がある。問題解決能力育成を目的とした

授業でも,手 法の使い方や注意点などを教えるだけにとどまり,学 生個人に設定 させた

テーマや,実 社会の事例を ヒン トに したテーマで手法を活用 させ,か っ,そ の具体的

テーマを評価することに至 らない授業が多 く見 られる。これ らは手段教育であって,大 学

で重視する目的教育には至っていない。ここで報告 した内容は,学 生の問題解決能力を伸

長するために設計 した目的教育であると自負 している。

しか しなが ら,現 在まで,こ の方法を確立することに力を注いできたため,本 当に目的

が果たせているのかということを明確に立証するにいたっていない。筆者の当面の課題

は,授 業の実践結果を分析 し,さ らには受講者への本格的な調査を行い,本 来の目的であ

る学生の問題解決能力の育成を果たせているかを検証 し,そ の結果か らさらなる改善を行

うことにある。そして,今 後も学生の問題解決能力の育成に努めたい。
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